




















































　本書では、アジアの 7 つの国・地域、15 の都市・地域に及ぶ 20 の事例を 4 部構成で示している。そ
れぞれの事例は以下の通りである。
Ⅰ．歴史の読解とリデザイン
　まちの歴史とその現れである地域空間はまさに社会遺産の代表的なものである。それをどのように読
み取り、リデザインしていくのか。そこにアジア的課題と現代的解決の糸口がみえてくる。
1．スクラップアンドビルドを超えて：武漢新天地／武漢・中国（李百浩、松本康隆、李朝）
2．日本寺院跡地に刻まれた物語のリデザイン：西本願寺広場／台北・台湾（王惠君）
3．昭和レトロなまちなみの継承：六角橋商店街／横浜・日本（山家京子）
4．ハイブリッド都市における歴史街区の再生：中華バロック商店街／ハルビン・中国（余洋、王馨笛）
5．負のイメージを転換するエリアマネジメント：黄金町／横浜・日本（上野正也）
6．開港場租界における歴史的建造物群の現代的活用：旧中国人街・日本人街／仁川・韓国（尹仁石）
Ⅱ．点・線から面への広がり
　まちの再生を、ひとつの、あるいは点在する建造物群の再生を手がかりとする事例を集めている。個々
の建造物の再生の集積がまちの空気を変え、次代のまちの社会遺産となる。
7．空き家再生とまちの資源の発信：三津浜にぎわい創出事業／松山・日本（岡部友彦）
8．旧居留地のブールバールとモダンなまちなみ：日本大通／横浜・日本（内田青蔵）
9．ハイブリッドな近代建築が描き出す地域像：北城路近代リノベーション事業／大邱・韓国（鄭一止）
10．リノベーションによる若者のまちなか居住促進：シェアフラット馬場川／前橋・日本（石田敏明）
11．まちの基点としてのコア・ビルディング：防火帯建築群／横浜・日本（中井邦夫）
12．ダークツーリズムによる復興：津波被災地／アチェ・インドネシア（長谷川日明）
Ⅲ．脆弱街区の持続的再生
　低所得者層居住区の再生事例を扱っている。再生のための大きなエンジンが必要で、エリアマネジメ
ント、住民参加、アート、建築家支援など多くの力が合わさっている。
13．アーティストと住民の対話による不法占拠村の再生：トレジャーヒル・アーティスト・ビレッジ／
台北・台湾（莊亦婷）
14．生業と支援ネットワークが創出する効率的な暮らし：パヤタス廃棄物処分場居住区／ケソン・フィ
リピン（曽我部昌史）
15．住民主導のアートによるまちづくり：甘川洞文化村と書洞／釜山・韓国（丸山美紀）
16．国際建築家チームが参画する住宅改善：イェラワダ地区／プネ・インド（吉岡寛之）
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Ⅳ．簡素な建築と豊かな文脈
　共同調査研究で実施したインドネシア・ジョグジャカルタ周辺の海外調査に基づくものである。調査
協力をお願いした現地の二人の先生に論考を寄稿いただくとともに、それらの論考を踏まえ、調査で得
られたまち再生に関する知見を中井がまとめた。
17．被災集落の復元力・オンサイト復興：プレンブタン／バンツール・インドネシア（重村力）
18．伝統的住宅街区にみるレイヤーの重なり：コタクデ歴史的保存地区／コタクデ・インドネシア（イ
カプトラ）
19．伝統的住宅の拡張・再構成による多世帯化：カウマン・カンポン／ジョグジャカルタ・インドネシ
ア（レトナ・ヒダヤー）
20．営みの持続を支える手法と実践：再生・復興事例／ジョグジャカルタ・インドネシア（中井邦夫）
　最後に、これら事例を通す横櫛としてアジア的まちの再生の課題と再生方法について、重村が総説に
まとめた。事例に挙げたまちを擁する都市を通史的に俯瞰し、歴史がコラージュされた東アジアの都市
の風景と社会遺産の可能性を示したものである。
　アジアのまち再生プロジェクトの事例検討により、アジアに共通するまちの社会遺産と、社会遺産を
まち再生の力に変えるアジア的方法を検討した。
　アジアのまちは本来、自然に寄り添い文化的にも豊かな文脈をもっており、それらは正の社会遺産と
いえる。一方、自然災害、戦争、人の営みがもたらした歪みによる負の社会遺産も抱えている。まち再
生はこれらの空間的特質として立ち現れる社会遺産を解釈し、時に寄り添い、活用し、あるいは克服す
ることに他ならない。
 （やまが　きょうこ　所員、　神奈川大学工学部教授）
